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は
じ
め
に

　
「
填
詞
」
と
は
、
す
な
わ
ち
一
定
の
曲
調
に
詞
を
填
め
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
語
で
は

「
詞
を
作
る
」
意
味
で
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
日
本
語
で
は

文
体
の
名
称
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
「
詩
」
と
「
詞
」
と
は
日
本
語
で

は
同
じ
発
音
に
な
る
た
め
、
混
同
を
避
け
る
意
識
が
働
く
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
填
詞
」
は

「
長
短
句
」
ま
た
は
「
詩
餘
」「
楽
府
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、「
詞
牌
」
と
い
う
予
め
決
ま
っ

た
楽
譜
と
文
字
形
式
に
応
じ
て
言
葉
を
選
び
、
規
則
正
し
く
填
め
て
い
く
こ
と
で
成
立
す

る
文
体
で
あ
る
。
七
言
絶
句
や
五
言
律
詩
な
ど
、
厳
し
い
平
仄
や
押
韻
の
規
則
が
あ
る
近

体
詩
と
比
べ
て
も
填
詞
は
遥
か
に
複
雑
な
作
業
で
あ
り
、
古
く
か
ら
漢
詩
が
盛
ん
に
作
ら

れ
る
日
本
で
も
な
か
な
か
こ
の
文
体
に
挑
む
作
者
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
神
田
喜
一
郎

『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
│
日
本
填
詞
史
話）1
（

』
は
、
日
本
の
填
詞
作
家
を
丹
念
に
拾
い

上
げ
た
先
駆
的
な
労
作
で
あ
る
。
そ
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
作
家
は
平
安
時
代
か
ら
安

土
桃
山
時
代
ま
で
は
わ
ず
か
四
人）2
（

、
漢
学
が
成
熟
し
多
く
の
漢
詩
人
が
輩
出
し
た
江
戸
時

代
で
も
四
十
四
人
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
数
首

の
み
で
、
試
作
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。「
填
詞
」
が
い
か
に
日
本
人
に

と
っ
て
馴
染
み
の
薄
い
文
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
し
量
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、

日
本
の
詞
は
ほ
と
ん
ど
注
目
を
受
け
ず
、
そ
の
作
者
た
ち
も
、「
詩
人
」
と
し
て
論
じ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
詞
人
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
過
性
の
試
作
に
止
ま
ら
ず
、
本
格
的
に
填
詞
に
取
り
組
む
作
者
た
ち
も
少

数
で
は
あ
る
が
確
か
に
い
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
野
村
篁
園
（
一
七
七
五
│
一
八
四
三
）
で

あ
る）3
（

。
篁
園
は
生
涯
に
百
六
十
六
首
も
の
詞
を
残
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
以
前
に
お
い
て

は
作
品
の
最
も
多
い
填
詞
作
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
こ
の
時
期
、
彼

一
人
が
詞
を
多
作
し
た
だ
け
で
な
く
、
彼
の
周
辺
の
人
々
に
は
詞
を
残
し
た
人
が
集
中
し

て
い
る
特
異
な
現
象
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
篁
園
の
門
人
に
あ
た
る
友
野
霞
舟

（
一
七
九
一
│
一
八
四
九
）
は
四
十
一
首
を
、
日
下
部
夢
香
（
？
│
一
八
六
三
）
は
四
十
四
首
の

詞
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
副
題
や
引
、
序
な
ど
に
は
互
に
交
流
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、

一
種
の
集
団
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
彼
ら
の
詞
は
数
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
質
に

お
い
て
も
前
代
ま
で
、あ
る
い
は
同
時
代
の
文
人
た
ち
と
較
べ
て
突
出
し
た
存
在
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
「
詞
」
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
活
動
と
し
て
、

ま
た
中
国
古
典
詩
文
の
受
容
と
影
響
を
考
察
す
る
上
で
注
目
に
値
す
る
現
象
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
篁
園
ら
の
填
詞
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
神
田
喜
一
郎
の
著
作
中
に
わ
ず

か
に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
降
も
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
本
稿
は
篁
園
を
中
心
と
し
た
填
詞
活
動
を
取
り
上
げ
、
そ
の
実
態
を
解
明
し
て
い
き

た
い
。

一
、
填
詞
活
動
が
行
わ
れ
た
時
期

　

篁
園
ら
の
填
詞
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
そ
の
活
動
時
期
を
三
人
の
作
品
集
よ
り

考
察
す
る
。

（
１
）
日
下
部
夢
香
の
『
夢
香
詞
』

　

日
下
部
夢
香
、
名
は
清
、
通
称
権
左
衛
門
。
夢
香
以
外
に
も
梅
堂
、
梅
巖
、
梅
龕
、
査

野
村
篁
園
を
中
心
と
し
た
填
詞
活
動
に
つ
い
て

│
│ 

天
保
期
の
詞
人
た
ち 

│
│

陳　
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軒
な
ど
と
号
し
た
。
幕
臣
で
あ
る
。
夢
香
の
詞
集
『
夢
香
詞
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）

の
巻
首
に
「
天
保
己
亥
春
鐫
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
『
夢
香
詞
』
は
天
保
十
年
（
一

八
三
九
）
の
春
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
序
文）4
（

」
と
「
小
引）5
（

」
は
前
年
（
一

八
三
八
）
の
冬
に
書
か
れ
て
お
り
、『
夢
香
詞
』
の
作
品
は
す
べ
て
そ
れ
以
前
の
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
制
作
年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
作
品
で
あ
る
。

▼
第
二
首
「
夢
江
南
│
乙
未

0

0

仲
秋
寄
翠
巖
楽
助
教
」
⇩
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

▼
第
五
首
「
梅
花
令
│
丙
申

0

0

秋
抄
。
霽
莊
書
屋
看
梅
花
歸
後
、
香
色
猶
依
稀
於
夢
寐
、

因
寫
數
枝
、
題
以
此
調
」
⇩
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

▼
第
九
首
「
城
頭
月
│
戊
戍
0

0

七
月
既
望
賞
月
抒
懷
」
⇩
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

▼
第
三
十
二
首
「
念
奴
嬌
│
戊
戍
0

0

二
月
念
二
。
過
新
驛
梅
花
、
適
遇
原
呂
二
生
。
舊

雨
情
深
、
春
寒
可
酌
、
因
填
此
調
。」
⇩
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

　

こ
れ
ら
の
詞
題
と
そ
の
前
後
の
内
容
か
ら
、『
夢
香
詞
』
は
年
代
順
に
編
纂
さ
れ
た）6
（

こ

と
が
わ
か
る
。
全
四
十
四
首
の
う
ち
に
、
第
二
首
は
天
保
六
年
の
も
の
と
判
明
し
て
お
り
、

そ
う
す
る
と
『
夢
香
詞
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
は
天
保
六
年
か
ら
天
保
九
年
の
間
に

制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
２
）
野
村
篁
園
の
『
秋
篷
笛
譜
』

　

野
村
篁
園
、
名
は
直な

お

温は
る

、
字
は
君
玉
、
通
称
兵
蔵
。
篁
園
、
西
荘
、
霽
莊
な
ど
と
号
し

た
。
古
賀
精
里
に
学
び
、
昌
平
黌
の
教
授
を
務
め
た
。
篁
園
に
は
詞
集
『
秋
篷
笛
譜
』（『
篁

園
全
集
』
所
収
、
内
閣
文
庫
所
蔵
）
が
あ
り
、
全
百
六
十
六
首
の
詞
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
詞

集
は
年
次
順
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
一
八
二
〇
年
代
か
ら
一
八
三

〇
年
代
の
作
品
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
す
で
に
前
稿）7
（

に
記
し
た
が
、
そ
の
概
略

を
述
べ
れ
ば
、
篁
園
の
詩
集
『
靜
宜
慚
藁
』（『
篁
園
全
集
』
所
収
、
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
二
首

の
詞
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
二
首
の
詞
は
『
秋
篷
笛
譜
』
の
方
に
も
収
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
両
方
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
は
、
制
作
さ
れ
た
時
期
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
秋
篷
笛
譜
』
の
中
に
、
は
っ
き
り
と
制
作
さ
れ
た
年
が
わ
か
る
の
は
第
六
十
五
首
の

「
拜
星
月
慢
│
乙
未
閏
七
夕
同
梅
龕
賦
」
と
第
百
四
十
首
の
「
慶
春
澤
│
丁
酉
元
日
」
で

あ
る
。「
乙
未
」
は
天
保
六
年
、「
丁
酉
」
は
天
保
八
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
百
六
十

六
首
の
う
ち
の
、
七
十
五
首
と
半
数
ほ
ど
の
作
品
は
一
八
三
五
年
か
ら
一
八
三
七
年
の
元

日
ま
で
の
二
年
間
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
残
り
の
作
品
も
そ
の
季
節
の
並
び
順
か
ら
、
大
多
数
は
近
い
時
期
に
制
作
さ
れ

た
可
能
性
が
大
き
い
。
具
体
例
と
し
て
、
第
百
四
十
首
の
「
慶
春
澤
│
丁
酉
元
日
」
の
次

は
「
臨
江
山
│
元
夕
」
と
十
五
日
ほ
ど
の
間
隔
で
あ
る
。
そ
の
ま
た
後
に
は
梅
、
春
水
、

牡
丹
と
春
を
題
材
に
し
た
作
品
が
続
き
、
藤
花
、
竹
、
素
馨
花
、
蟹
な
ど
と
初
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
題
材
が
順
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
後
、
ま
た
梅
、
牡
丹
に
戻
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
最
後
の
第
百
六
十
六
首
「
青
玉
案
│
暮
春
書
感
。
用
賀
方
回
韻
」
ま
で
、
総
じ

て
二
十
六
首
の
作
品
は
一
年
余
り
の
間
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
篁
園
は
少
な
く

と
も
一
八
三
五
年
以
降
で
は
年
間
二
十
首
か
ら
三
十
首
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
詞
を
制
作
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
下
、
原
本
通
り
の
順
番
で
抜
き
出
し
た
篁
園
の
詞
題
を
見
て
い
き
た
い
。

▼
第
二
十
一
首
「
水
調
歌
頭
│
中
秋
梅
巖
・
蓉
湖
枉
過
、
詞
以
誌
喜
。
用
坡
老
韻
」

▼
第
五
十
五
首
「
洞
仙
歌
│
夏
夜
。
次
霞
舟
韻
」

▼
第
六
十
五
首
「
拜
星
月
慢
│
乙
未
閏
七
夕

0

0

0

0

0

同
梅
龕
賦
」
⇩
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

▼
第
七
十
首
「
邁
陂
塘
│
査
軒
招
同
翠
巖
・
練
塘
、
遊
墨
水
圓
德
寺
。
席
上
分
韻
、

各
填
此

。
時
仲
商
初
九
」

▼
第
七
十
一
首
「
念
奴
嬌
│
中
秋
翠
巖
・
査
軒
・
霞
舟
過
訪
、
同
賦
此

」

▼
第
百
四
十
首
「
慶
春
澤
│
丁
酉
元
日

0

0

0

0

」
⇩
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

▼
第
百
四
十
二
首
「
念
奴
橋
│
春
日
過
子

溪
莊
觀
梅
、
同
査
軒
賦
」

▼
第
百
四
十
九
首
「
鞓
紅
│
牡
丹
盛
放
、
同
査
軒
・
崑
岡
・
裕
堂
分
韻
填
此

」

　

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
日
下
部
夢
香
が
篁
園
の
詞
集
に
初
め
て
登
場
し
た
の
は
第
二
十

一
首
の
「
水
調
歌
頭
│
中
秋
梅
巖

0

0

・
蓉
湖
枉
過
、
詞
以
誌
喜
。
用
坡
老
韻
」
で
あ
り
、
友

野
霞
舟
が
最
初
に
登
場
し
た
の
は
第
五
十
五
首
の
「
洞
仙
歌
│
夏
夜
。
次
霞
舟
0

0

韻
」
で
あ

る
。
こ
の
二
首
の
間
に
配
置
さ
れ
た
三
十
四
首
の
作
品
を
細
か
く
見
て
み
る
と
お
お
よ
そ
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季
節
が
一
巡
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、『
秋
篷
笛
譜
』
に
お
い
て

日
下
部
夢
香
は
友
野
霞
舟
よ
り
一
年
ほ
ど
早
く
登
場
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
篁

園
の
詩
集
『
靜
宜
慚
藁
』
の
方
で
は
、
友
野
霞
舟
が
日
下
部
夢
香
よ
り
早
く
登
場
し
て
い

る
。
篁
園
の
『
靜
宜
慚
藁
』
も
年
次
別
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
友
野
霞
舟
（
字
は

子
玉
）
の
場
合
は
第
一
巻
の
「
抄
冬
十
五
夕
雪
月
澄
鮮
因
欲
訪
子
玉

0

0

微
恙
不
果
詩
以
抒

懷
）
8
（

」
と
い
う
七
言
律
詩
で
は
す
で
に
篁
園
と
の
交
流
が
窺
え
る
。
一
方
、
日
下
部
夢
香
の

方
は
巻
四
の
「
次
梅
巖

0

0

韻）9
（

」
以
降
よ
う
や
く
詩
題
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
二
首
の

詩
は
そ
れ
ぞ
れ
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
以
前
と
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
以
降
の
作
品

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
十
七
年
以
上
の
間
が
あ
る
。
篁
園
と
霞
舟
は
古
く
か

ら
詩
の
交
流
が
あ
っ
た
が
、
夢
香
と
の
交
流
は
詞
を
多
く
作
っ
て
い
た
時
期
と
重
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３
）
友
野
霞
舟
の
『
霞
舟
先
生
詩
集
附
録
詞
餘

　
　

』

　

友
野
霞
舟
、
名
は
瑍
、
字
は
子
玉
、
通
称
雄
助
。
崑
岡
、
霞
舟
な
ど
と
号
し
た
。
野
村

篁
園
に
学
び
、
昌
平
黌
の
教
授
を
務
め
、
一
時
甲
府
徽
典
館
の
学
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、

の
ち
に
ふ
た
た
び
昌
平
黌
教
授
と
な
る
。
霞
舟
に
は
何
通
り
か
の
詩
文
集
が
現
存
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、『
友
野
霞
舟
先
生
詩
文
稿
』
全
二
〇
冊
（
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）
は
自
筆

本
で
あ
り
（
一
部
除
く
）、
欠
落
が
最
も
少
な
い）10
（

。
た
だ
し
、
霞
舟
の
全
四
十
一
首
の
詞
の

過
半
数
の
二
十
五
首
は
霞
舟
の
門
人
浅
野
梅
堂
（
一
八
一
六
│
一
八
八
〇
）
が
校
定
し
た
『
霞

舟
先
生
詩
集
』（
実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
所
蔵
）
の
第
十
四
冊
『
霞
舟
先
生
詩
集
附
録
詞
餘

　
　

』

の
み
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
前
述
し
た
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
基
準
に
し
て
、
以

下
に
そ
の
内
訳
を
挙
げ
て
み
る
。「
庚
辰
」「
丁
亥
」
な
ど
は
表
紙
や
巻
首
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。◆

『
行
楽
集
』「
庚
辰
」
⇩
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
詞
二
首
所
収

◆
『
試
小
稿
』「
丁
亥
」
⇩
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
詞
二
首
所
収

◆
『
幻
玉
集
』「
庚
寅
」
⇩
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
詞
八
首
所
収

◇
『
鹿
濱
0

0

漁
唱
』「
乙
未
」
⇩
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
詩
の
み

◆
『
霞
舟
吟
稿
拾
遺
』
⇩
（
未
詳
）
詞
四
首
所
収）11
（

◆
『
霞
舟
先
生
詩
集
附
録
詞
餘
』
⇩
（
未
詳
）
詞
二
十
五
首
所
収

　

友
野
霞
舟
は
早
く
も
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
『
行
楽
集
』
で
填
詞
を
試
み
た
こ
と

が
わ
か
る
が
、
そ
の
詞
牌
は
「
卜
算
子
」「
南
柯
子
」
と
い
っ
た
小
令
で
あ
り
、
次
の
『
試

小
稿
』
ま
で
七
年
の
空
白
が
あ
る
。
そ
の
『
試
小
稿
』
の
「
歸
自
謠
」「
添
字
浣
溪
紗
」、

さ
ら
に
次
の
『
幻
玉
集
』
の
「
望
江
南
」
八
首
も
同
じ
く
小
令
で
あ
り
、
唐
か
ら
使
わ
れ

た
詞
牌
ば
か
り
で
、「
望
江
南
」
八
首
以
外
は
『
花
間
集
』
に
見
え
る
作
品
に
似
た
詞
風

と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
霞
舟
先
生
詩
集
附
録
詞
餘

　
　

』
に
な
る
と
、「
念
奴
嬌
」「
金
縷
曲
」（「
賀
新
郎
」

の
別
名
）
の
よ
う
な
長
令
が
多
き
を
占
め
る
上
に
、
詞
牌
は
宋
に
な
っ
て
か
ら
で
き
た
「
雪

花
飛
」「
散
餘
霞
」
な
ど
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
主
流
で
な
い
も
の
を
よ
く
用

い
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
前
の
『
行
楽
集
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
と
は
違

う
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
友
野
霞
舟
の
詩
文
集
は
巻
首
に
年
月
を
明
記
し
て
お
り
、
年
次
別
に
編
纂
さ
れ

て
い
る
。『
霞
舟
先
生
詩
集
附
録
詞
餘

　
　

』
は
巻
首
に
年
月
を
記
し
て
い
な
い
が
、
詞
題
を
見

る
限
り
年
次
順
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
首
の
「
月
華
清
│
八
月
十
三
夜
、
梅0

龕0

招
同
篁
園
先
生

0

0

0

0

・
翠
巖
・
裕
堂
・
柳
溪
賞
月
」
以
降
、
霞
舟
の
篁
園
と
夢
香
ら
の
交
流

が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
第
三
首
の
「
十
五
月
夜
、
瀛
玉
館

0

0

0

（
篁
園
宅
）
賞
月
、
梅
龕

0

0

・

翠
巖
同
賦
。
調
寄
念
奴
嬌
」
は
篁
園
の
第
七
十
一
首
「
念
奴
嬌
│
中
秋
翠
巖
・
査
軒

0

0

・
霞0

舟0

過
訪
、
同
賦
此

」、
夢
香
の
第
三
十
六
首
「
念
奴
嬌
│
中
秋
同
翠
巖
0

0

・
霞
舟
0

0

・
西
莊
0

0

賞
月
」
と
同
時
に
作
ら
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）。
そ
う
と
す
る
と
、
霞
舟
の
こ

の
作
品
も
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
か
ら
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
前
後
に
制
作
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
霞
舟
の
天
保
六
年
の
詩
集
『
鹿
濱

0

0

漁
唱
』
の
タ
イ
ト
ル
が
注
目
さ

れ
る
。
こ
の
詩
集
に
は
詞
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
篁
園
の
「
扁
舟
尋
舊
約
│
梅
巖
築

0

0

0

舍
鹿
濱

0

0

0

、
邀
予
同
賦
、
分
得
隨
字
」
と
い
う
詞
題
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
鹿
濱
は
日
下

部
夢
香
の
別
宅
を
指
し
て
お
り
、
何
度
も
篁
園
、
霞
舟
と
夢
香
自
身
の
詞
集
に
登
場
し
て

い
る
。
霞
舟
も
篁
園
と
同
じ
く
、
詞
を
多
く
作
っ
て
い
た
時
期
は
夢
香
と
の
交
流
が
頻
繁

な
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
は
初
期
の
『
行
楽
集
』「
乙
卯
」（
一

八
一
九
）
に
も
「
日
下
部
氏
園
亭
賞
梅
分
韻
」
と
い
う
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
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の
日
下
部
氏
が
日
下
部
夢
香
と
同
一
人
物
だ
と
す
れ
ば
（
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
）、
友
野
霞

舟
が
詞
を
作
り
始
め
た
き
っ
か
け
が
日
下
部
夢
香
と
の
交
遊
に
あ
る
可
能
性
は
高
い
。

　

以
上
、
三
人
の
作
品
の
制
作
さ
れ
た
時
期
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、
文
政
年
間
（
一
八

二
〇
年
代
）
か
ら
詞
の
制
作
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
頻
繁
に
唱
和
し
た
の

は
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
年
代
）
と
推
測
さ
れ
る
。
と
く
に
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
か
ら
天

保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
間
に
は
、
年
間
二
十
首
か
ら
三
十
首
以
上
の
頻
度
で
詞
を
制
作

し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
集
中
的
に
詞
を
制
作
し
た
と
す
れ
ば
、
填
詞
が
決
し
て
一
般
的
で

は
な
い
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
三
人
は
か
な
り
意
識
的
に
填
詞
に
関
わ
る
活
動
を
行
っ

て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
填
詞
活
動
の
参
加
者
に
つ
い
て

　

篁
園
ら
の
詞
集
を
繙
い
て
い
く
と
、
詞
題
な
ど
か
ら
填
詞
に
は
参
加
し
た
も
の
の
、
現

在
作
品
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
人
た
ち
が
存
在
し
て
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
三
人
の

詞
集
の
う
ち
、
詞
題
に
「
同
賦
」「
分
韻
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
作
品
に
よ
っ
て
、

共
に
填
詞
を
制
作
し
た
と
わ
か
る
人
物
と
登
場
し
た
詞
題
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
な
る
。

◇
設
楽
翠
巌
（
生
没
年
不
詳
）
名
は
能
潜
、
字
は
徳
光
、
通
称
八
三
郎
。
翠
巌
と
号
し
た
。

昌
平
黌
の
教
官
、
の
ち
に
代
官
、
勘
定
吟
味
役
、
先
手
鉄
砲
頭
な
ど
を
務
め
た
。

▼
邁
陂
塘
│
査
軒
招
同
翠
巖
0

0

・
練
塘
遊
墨
水
圓
德
寺
。
席
上
分
韻
、
各
填
此

。
時

仲
商
初
九
也
（
篁
園
）

▼
念
奴
嬌
│
中
秋
翠
巖

0

0

・
査
軒
・
霞
舟
過
訪
、
同
賦
此

（
篁
園
）

▼
金
人
捧
露
盤
│
福
壽
草
。
同
翠
巖

0

0

賦
（
篁
園
）

▼
夢
江
南
│
乙
未
仲
秋
寄
翠
巖
樂

0

0

0

助
教
（
夢
香
）

▼
念
奴
嬌
│
中
秋
同
翠
巖

0

0

・
霞
舟
・
西
莊
賞
月
（
夢
香
）

▼
月
華
清
│
八
月
十
三
夜
、
梅
龕
招
同
篁
園
先
生
・
翠
巖

0

0

・
裕
堂
・
柳
溪
賞
月
（
霞
舟
）

▼
念
奴
嬌
│
十
五
夜
。
瀛
玉
館
賞
月
。
梅
龕
・
翠
巖

0

0

同
賦
。
調
寄
念
奴
嬌
（
霞
舟
）

◇
山
内
碧
筠
（
一
七
八
九
│
一
八
五
三
）
名
は
正
誼
、
字
は
子
直
、
通
称
尚
介
。
碧
筠
と

号
し
た
。
大
田
南
畝
の
門
人
山
内
穆
亭
の
長
子
。

▼
一
萼
紅
│
盆
中
牡
丹
著
花
、
邀
碧
筠
0

0

同
賦
（
篁
園
）

◇
木
村
裕
堂
（
一
八
〇
二
│
一
八
五
九
）
名
は
定
蔚
、
字
は
豹
文
、
通
称
金
平
。
裕
堂
と

号
し
た
。
木
村
定
良
の
子
で
あ
り
、
昌
平
黌
の
教
授
、
甲
府
徽
典
館
学
頭
な
ど
を
務

め
た
。
友
野
霞
舟
の
娘
の
婿
。

▼
鞓
紅
│
牡
丹
盛
放
、
同
查
軒
・
崑
岡
・
裕
堂
0

0

分
韻
填
此

（
篁
園
）

▼
月
華
清
│
八
月
十
三
夜
、
梅
龕
招
同
篁
園
先
生
・
翠
巖
・
裕
堂

0

0

・
柳
溪
賞
月
（
霞
舟
）

◇
石
川
練
塘
（
生
没
年
不
詳
）
名
は
澄
、
字
徴
、
通
称

之
助
、
練
塘
と
号
し
た
。

▼
邁
陂
塘
│
査
軒
招
同
翠
巖
・
練
塘

0

0

遊
墨
水
圓
德
寺
。
席
上
分
韻
各
填
此

。
時
仲

商
初
九
也
（
篁
園
）

▼
念
奴
嬌
│
十
七
夜
。
練
塘

0

0

袖
詩
見
過
。
三
填
前
調
。（
霞
舟
）

　

こ
れ
ら
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
篁
園
ら
の
填
詞
活
動
と
関
わ
っ
て
い
る
の
は
主
に
昌
平

黌
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
篁
園
お
よ
び
霞
舟
の
門
人
で
あ
り
、

さ
ら
に
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
官
学
派
」
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
官
学
派
」
は
寛
政
異
学
の
禁
以
降
、
古
賀
精
里
（
一
七
五
〇
│
一
八
一
七
）
を
は
じ
め
、

昌
平
黌
の
儒
者
、
教
官
、
学
生
を
中
心
と
し
た
一
派
で
あ
る
と
さ
れ
る）12
（

。
古
賀
精
里
が
主

導
し
て
い
る
詩
社
は
牛
門
社
と
い
い
、
詩
会
は
主
に
精
里
の
賜
邸
復
原
楼
で
行
わ
れ
た
。

精
里
死
後
は
、
牛
門
社
は
お
お
む
ね
精
里
の
三
男
古
賀
侗
庵
（
一
七
八
八
│
一
八
四
七
）
の

如
蘭
社
と
野
村
篁
園
の
龍
隠
庵
で
の
詩
会
に
分
か
れ
る
。

　
『
桃
野
随
筆）13
（

』
に
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

　

此こ
の

比こ
ろ

闘
詩
の
催
あ
り
て
、
穆
亭
、
翠
巌
、
秋
浪
、
柳
溪
、
秋
帆
、
拜
石
、
鱗
川
、

練
塘
、
松
陰
、
一
谷
、
予
を
合
せ
て
十
一
人
、
関
口
の
龍
隠
庵
に
會
し
、
社
を
結
び

て
詩
を
作
る
。
野
村
博
士
、
玉
厓
老
人
、
崑
岡
等
は
み
な
評
者
な
り
。
追
々
景
山
、



野
村
篁
園
を
中
心
と
し
た
填
詞
活
動
に
つ
い
て

（65）388

菊
圃
、
裕
堂
の
輩
を
加
へ
て
、
此
社
の
盛
な
る
天
下
第
一
と
稱
す
。
社
名
を
氷マ

マ
雪
社

（
氷
雲
社
の
誤
記
か
）
と
い
ふ
。

　

野
村
博
士
は
野
村
篁
園
、
玉
厓
老
人
は
植
木
玉
厓
（
一
七
八
一
│
一
八
三
九
）
の
こ
と
で

あ
る
。
昌
平
黌
に
学
び
、
狂
詩
作
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
狂
号
は
半
可
山
人
。
崑
岡

は
友
野
霞
舟
の
別
号
。
穆
亭
は
山
内
穆
亭
、
山
内
碧
筠
の
父
親
で
あ
る
。
他
に
設
楽
翠
巌
、

石
川
練
塘
、
木
村
裕
堂
の
名
前
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
昌
平
黌

の
関
係
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る）14
（

。
ま
た
、
こ
れ
を
書
き
留
め
た
鈴
木
桃
野
（
一
八
〇
〇

│
一
八
五
二）
15
（

）
は
篁
園
ら
の
詞
集
に
こ
そ
登
場
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
随
筆
『
無
可
有

郷
）
16
（

』
に
「
日
下
部
梅
堂
に
会
し
て
史
を
読
。（
梅
堂
は
番
町
一
名
麹
町
三
丁
目
な
り
。
雨
の
夜
も

四
ッ
時
ま
で
は
会
読
行
た
り
）」
と
あ
り
、
夢
香
と
の
繋
が
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
中
根
香
亭
（
一
八
三
九
│
一
九
一
三
）
の
『
香
亭
遺
文）17
（

』
に
は
鈴
木
桃
野
の
詞
に
関
す

る
記
録
が
あ
り
、
詞
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
桃
野
も
篁
園
ら
の
填
詞
活
動

に
関
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
友
野
霞
舟
が
一
八
三
六
年
に
書
い
た
五
言
律
詩
「
贈
詩
友

七
首
」
の
中
に
、
設
楽
翠
巖
、
日
下
部
夢
香
、
木
村
裕
堂
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
を
贈
り
、

『
昨
非
稿
』（
天
保
十
一
年
）
に
も
「
次
韻
梅
龕
春
初
韻
翠
巖
桃
野
同
賦
」
と
い
う
七
言
律

詩
が
あ
る
。
早
く
官
界
か
ら
退
い
た
夢
香
は
、
昌
平
黌
の
詩
会
に
は
正
式
に
は
参
加
し
て

い
な
い
が
、昌
平
黌
の
関
係
者
た
ち
と
緊
密
な
交
友
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

氷
雲
社
が
結
成
さ
れ
た
の
は
精
里
の
死
後
か
ら
五
年
ほ
ど
経
っ
た
文
政
五
年
（
一
八
二

二
）
十
二
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る）18
（

。
こ
の
時
の
篁
園
は
す
で
に
儒
者
見
習
と
な
り
、

詩
会
の
指
導
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
時
期
を
考
え
る
と
填

詞
に
お
い
て
も
、
篁
園
は
指
導
者
の
立
場
に
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
霞
舟
は
篁
園
に
入
門

し
て
お
り
、
篁
園
に
「
先
生
」
ま
た
は
「
博
士
」
と
つ
け
て
呼
称
す
る
こ
と
が
多
い
。『
夢

香
詞
』
の
小
引
に
お
い
て
も
、
篁
園
は
夢
香
を
門
人
と
し
て
扱
う
よ
う
な
書
き
方
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
桃
野
の
『
無
可
有
郷
』
に
「
梅
堂
日
下
部
氏
詞
学
を
と
な
へ
、
一
時
を

風
化
せ
ん
と
す
」
と
あ
り
、
ま
た
夢
香
は
篁
園
や
霞
舟
と
違
い
、
詞
集
を
写
本
の
み
で
は

な
く
、
自
ら
出
版
し
て
い
る）19
（

。
夢
香
の
填
詞
に
対
す
る
情
熱
は
推
し
量
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
友
野
霞
舟
と
日
下
部
夢
香
の
唱
和
が
最
も
頻
繁
に
な
る
の

は
、
夢
香
の
別
宅
で
あ
る
「
鹿
濱
」
を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
『
鹿
濱
漁
唱
』（
天
保
六
年
）
前

後
で
あ
る
。
篁
園
の
詩
集
に
夢
香
の
名
前
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
天
保
五
年
以
降

の
作
品
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
篁
園
ら
が
填
詞
を
制
作
し
は
じ
め
る
前
に
、
篁
園
を
指
導
者
と

す
る
作
詩
グ
ル
ー
プ
は
す
で
に
昌
平
黌
の
関
係
者
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
そ
こ

に
填
詞
に
最
も
熱
心
だ
っ
た
日
下
部
夢
香
が
加
わ
り
、
填
詞
趣
味
が
昌
平
黌
を
中
心
に

「
一
時
風
化
せ
ん
と
す
」
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る）20
（

。

　

加
え
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
梁
川
星
巌
（
一
七
八
九
│
一
八
五
八
）
が
江
戸
に
玉
池
吟
社

を
開
い
て
い
た
頃
（
天
保
五
年
以
降
）、
夢
香
が
よ
く
そ
こ
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
が

あ
る
。

　

当
時
日
下
部
夢
香
な
る
者
あ
り
。
幕
下
の
士
な
り
。
常
に
填
詞
を
好
み
て
、
時
に

翁
の
門
に
往
来
す
。
翁
頗
る
之
を
許
す
。
而
れ
ど
も
未
だ
善
し
と
は
称
せ
ず
。（
元

漢
文）
21
（

）

　

ま
た
、
星
巌
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
か
ら
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
詩
を
収
め
る
『
星

巌
集
』
丁
集
に
は
「
閠
集
」
一
巻
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
目
録
に
は
、

花
影
庵
詞 

原
稿
小
令
中
調
長
調
、
共
八
十
五
首
、
刪
存
未
定

玉
雨
山
房
詞 

原
稿
小
令
中
調
長
調
、
共
九
十
首
、
刪
存
未
定

　

と
あ
り
、
星
巌
は
詞
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
巻
二
と
巻
三
は
現
存

し
な
い
た
め
、
ど
う
い
う
詞
を
作
っ
た
の
か
は
今
と
な
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た

だ
、
こ
れ
も
篁
園
ら
が
頻
繁
に
填
詞
を
制
作
し
て
い
た
時
期
と
合
致
す
る
。
さ
ら
に
、
友

野
霞
舟
の
『
昨
非
稿
』（
天
保
十
一
年
）
に
は
「
八
月
十
二
日
。
梅
龕
邀
集
。
聽
信
州
佐
久

間
象
山
彈
琴
」
と
い
う
七
言
絶
句
が
あ
る
。「
漁
歌
子
客
夜

　
　

」
一
首
を
残
し
て
い
る
佐
久
間

象
山
（
一
八
一
一
│
一
八
六
四
）
が
江
戸
で
象
山
書
院
を
開
い
た
の
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

の
こ
と
で
あ
り
、
場
所
は
梁
川
星
巌
の
玉
池
吟
社
の
隣
で
あ
る
。
夢
香
邸
は
麹
町
三
丁
目

（
現
千
代
田
区
）
に
あ
る
た
め
、
距
離
は
決
し
て
遠
く
な
い
。
象
山
や
星
巌
は
、
日
下
部
夢

香
を
介
し
て
、
篁
園
ら
に
何
ら
か
の
刺
激
を
及
ぼ
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
実
際
に
交
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渉
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
決
し
て
長
期
間
と

は
い
え
な
い
も
の
の
、
当
時
の
江
戸
で
は
現
在
私
た
ち
が
理
解
し
て
る
よ
り
も
多
く
の
文

人
が
填
詞
を
試
み
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

三
、
填
詞
活
動
が
実
際
に
行
わ
れ
る
場
に
つ
い
て

　

第
二
節
で
言
及
し
た
氷
雲
社
は
、
あ
る
意
味
で
は
昌
平
黌
の
作
詩
教
室
と
で
も
い
う
べ

き
場
で
あ
る
。
現
在
に
も
友
野
霞
舟
に
よ
る
評
と
添
削
が
付
い
て
い
る
詩
集
『
氷
雲
社
中

詩
稿
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）『
芳
野
懷
古
』（
九
州
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
）
が
現
存
し
て

い
る
。
ま
た
、『
篁
園
全
集
』
の
凡
例
に
「
漱
芳
詩
社
は
每
月
に
一
會
、
一
年
に
十
二
會
。

其
の
題
目
は
詠
史
詠
物
、
見
ざ
る
所
無
し
。
先
生
は
門
第
子
を
教
う
る
や
周
悉
と
謂
ふ
べ

し
）
22
（

」（
原
漢
文
）
と
あ
り
、
昌
平
黌
の
詩
会
は
作
詩
教
室
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明

白
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
填
詞
活
動
の
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

本
節
で
は
篁
園
ら
が
実
際
に
行
っ
た
填
詞
活
動
の
場
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
い
。
以
下
は
篁
園
ら
の
詞
集
か
ら
、
集
ま
り
の
場
で
制
作
さ
れ
た
と
わ
か

る
作
品
を
列
挙
す
る
。

◇
野
村
篁
園
（
二
十
五
首
）

▼
「
折
桂
令
│
夏
日
永
峰
別
業

0

0

0

0

招
集
」（
未
詳
）

▼
「
滿
江
紅
│
初
夏
借
遊
谷
墅

0

0

二
首
」（
林
述
齋
の
庭
園
）

▼
「
水
調
歌
頭
│
中
秋
梅
巖
・
蓉
湖
枉
過
、
詞
以
誌
喜
。
用
坡
老
韻
」（
篁
園
宅
）

▼
「
琵
琶
仙
│
聽
清
川
道
人
彈
琵
琶
」（
未
詳
）

▼
「
燭
影
搖
紅
│
夢
香
書
屋

0

0

0

0

。
詠
芍
藥
花
」（
夢
香
宅
）

▼
「
南
歌
子
│
夢
香
書
屋

0

0

0

0

雨
集
。
分
韻
」（
夢
香
宅
）

▼
「
臨
江
仙
│
五
日
窺
綠
閣

0

0

0

招
飲
。
分
得
真
韻
」（
未
詳
）

▼
「
拜
星
月
慢
│
乙
未
閏
七
夕
。
同
梅
龕
賦
」（
未
詳
）

▼
「
邁
陂
塘
│
査
軒
招
同
翠
巖
・
練
塘
遊
墨
水
圓
德
寺

0

0

0

0

0

。
席
上
分
韻
、
各
填
此

。

時
仲
商
初
九
也
」（
圓
德
寺
）

▼
「
念
奴
嬌
│
中
秋
翠
巖
・
査
軒
・
霞
舟
過
訪
、
同
賦
此

」（
篁
園
宅
）

▼
「
扁
舟
尋
舊
約
│
梅
巖
築
舍
鹿
濱

0

0

、
邀
予
同
賦
、
分
得
隨
字
」（
夢
香
宅
）

▼
「

江
月
│
暮
秋
梅
龕
招
同
子
玉
遊
鹿
濱
吟
築

0

0

0

0

、
各
賦
此
解
」（
夢
香
宅
）

▼
「
金
人
捧
露
盤
│
福
壽
草
。
同
翠
巖
賦
」（
未
詳
）

▼
「
行
香
子
│
梅
花
。
同
諸
子
賦
」（
未
詳
）

▼
「
百
字
謠
│
南
鄰
玉
蘭
盛
開
、
乞
一
枝
以
插
瓶
、
同
查
軒
賦
」（
篁
園
宅
）

▼
「
魚
游
春
水
│
暮
春
遊
鹿
濱
吟
舍

0

0

0

0

。
分
韻
」（
夢
香
宅
）

▼
「
剔
銀
燈
│
雨
夕
査
軒
枉
過
、
同
填
此
調
。
剪
淞
亭
在
鹿
濱
、
査
軒
遊
憩
處
也
」

（
篁
園
宅
）

▼
「
霜
天
曉
角
│
仲
秋
念
八
、
偕
梅
堂
重
遊
墨
水
圓
德
精
舍

0

0

0

0

0

0

」（
圓
德
寺
）

▼
「「
百
字
令
│
初
冬
同
査
軒
遊
梅
林
菴

0

0

0

」（
未
詳
）

▼
「
念
奴
橋
│
春
日
過
子0

0

溪
莊
0

0

觀
梅
、
同
查
軒
賦
」（
未
詳
）

▼
「
一
萼
紅
│
盆
中
牡
丹
著
花
、
邀
碧
筠
同
賦
」（
篁
園
宅
）

▼
「
鞓
紅
│
牡
丹
盛
放
、
同
査
軒
・
崑
岡
・
裕
堂
分
韻
填
此

」（
篁
園
宅
）

▼
「
定
風
波
│
秋
晴
分
韻
」（
未
詳
）

▼
「
臨
江
仙
│
同
查
軒
重
過
樂
山
堂

0

0

0

賞
梅
、
席
上
分
韻
、
各
填
此

」（
未
詳
）

▼
「
蝶
戀
花
│
夢
香
書
屋

0

0

0

0

。
詠
白
牡
丹
」（
夢
香
宅
）

◇
日
下
部
夢
香
（
四
首
）

▼
「
雨
中
花
│
溪
亭
邀
玉
松
師
觀
白
蓮
」（
未
詳
）

▼
「
剔
銀
燈
│
首
夏
雨
訪
瀛
玉
館

0

0

0

」（
篁
園
宅
）

▼
「
念
奴
橋
│
訪
藕
湟
林
司
籍
」（
林
復
斎
宅
）

▼
「
念
奴
嬌
│
中
秋
同
翠
巖
・
霞
舟
・
西
莊
賞
月
」（
篁
園
宅
）

◇
友
野
霞
舟
（
十
首
）

▼
「
月
華
清
│
八
月
十
三
夜
、
梅
龕
招
同
篁
園
先
生
・
翠
巖
・
裕
堂
・
柳
溪
賞
月
」

（
夢
香
宅
か
）

▼
「
念
奴
嬌
│
十
五
夜
。
瀛
玉
館

0

0

0

賞
月
。
梅
龕
・
翠
巖
同
賦
。
調
寄
念
奴
嬌
」（
篁

園
宅
）

▼
「
念
奴
嬌
│
十
六
夜
。
檉
宇
林
公
邀
集
翠
蘭
軒

0

0

0

。
值
雨
。
復
填
前
調
」（
林
檉
宇
宅
）

▼
「
念
奴
嬌
│
十
七
夜
。
練
塘
袖
詩
見
過
。
三
填
前
調
」（
霞
舟
宅
）

▼
「

江
月
│
梅
龕
邀
集
鹿
濱
吟
築

0

0

0

0

」（
夢
香
宅
）

▼
「
百
字
令
│
檉
宇
林
公
席
上
詠
玉
蘭
花
」（
林
檉
宇
宅
）
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▼
「
雪
花
飛
│
雪
中
訪
梅
龕
」（
夢
香
宅
）

▼
「
鞓
紅
│
篁
園
博
士
宅
、
賞
牡
丹
」（
篁
園
宅
）

▼
「
高
陽
臺
│
花
朝
前
二
日
、
夢
香
葊
賞
梅
」（
夢
香
宅
）

▼
「
如
夢
令
│
丁
未
暮
春
念
二
日
、
淺
君
梅
堂
邀
集
月
香
樓

0

0

0

、
悉
出
所
藏
書
畫
珍
玩

相
與
賞
鋻
、
乃
填
如
夢
令
一

以
紀
其
盛
。
是
日
會
者
榊
原
月
堂
、
戶
川
蓮
菴
、

山
本
亟
湖
、
市
河
米
菴
其
子
遂
菴
、
田
內
月
堂
、
山
內
香
雪
、
鏑
木
雲
洞
、
大
槻

盤
溪
、
椿
椿
山
、
戶
塚
茗
溪
、
併
余
十
二
人
」（
浅
野
梅
堂
宅
）

　

以
上
の
詞
題
を
一
覧
す
れ
ば
、
ま
ず
わ
か
る
の
は
主
な
活
動
場
所
は
参
加
者
の
本
宅
、

別
宅
な
ど
で
あ
る
こ
と
。
例
え
ば
日
下
部
夢
香
の
「
夢
香
書
屋
」「
鹿
浜
吟
築
」、
野
村
篁

園
の
「
西
荘
」「
瀛
玉
館
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
れ
以
外
の
活
動
場
所
は
お
お
よ

そ
江
戸
近
辺
の
庭
園
名
所
で
あ
る
。
例
え
ば
「
谷
墅
」「
墨
水
圓
德
寺
」
な
ど
。
特
に
隅

田
川
畔
は
よ
く
篁
園
ら
の
詞
集
に
登
場
す
る
。

　

ま
た
、
集
ま
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。「
招
集
」
や

「
邀
集
」
は
誰
か
が
主
催
者
と
し
て
集
会
を
催
す
こ
と
で
あ
る
。「
過
訪
」
は
誰
か
を
訪
問

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
秋
や
七
夕
の
よ
う
な
節
日
の
時
に
多
い
。「
同
遊
」
の
場

合
は
参
加
者
た
ち
が
共
に
江
戸
の
庭
園
名
所
な
ど
に
遊
ん
で
、
景
色
を
詠
じ
る
も
の
が
多

い
。

　

こ
の
中
で
も
特
に
目
立
つ
の
は
日
下
部
夢
香
主
催
の
集
ま
り
の
頻
度
の
高
さ
で
あ
る
。

こ
こ
に
挙
げ
た
篁
園
の
詞
題
全
二
十
五
首
の
う
ち
に
夢
香
は
十
七
首
に
関
わ
っ
て
い
る
。

友
野
霞
舟
の
十
首
の
う
ち
に
五
首
の
詞
題
に
は
名
前
が
乗
っ
て
い
る
。
夢
香
が
い
か
に
積

極
的
に
自
か
ら
雅
集
を
催
し
た
か
が
わ
か
り
、
そ
の
填
詞
に
対
す
る
力
の
入
れ
よ
う
が
伺

え
る
。

四
、
填
詞
活
動
の
実
態

（
１
）
同
日
の
作
か
ら
み
る
篁
園
ら
の
填
詞
活
動

　

篁
園
ら
が
集
ま
り
の
場
に
お
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
、
幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
見
て
お
き
た
い
。

▼
念
奴
嬌
│
中
秋
翠
巖
査
軒
霞
舟
過
訪
、
同
賦
此

。（
野
村
篁
園
）

　

一
年
佳
候
，
細
商
量
無
似
，
平
分
秋
色
。
每
恨
頑
陰
多
障
蔽

0

0

0

0

0

0

0

，
幾
度
能
逢
晴
夕

0

0

0

0

0

0

。

笑
口
須
開
，
愁
眉
莫
聚
，
斯
會
誠
為
適
。
氷
天
不
夜
，
四
鄰
絲
管
喧
沸
。

　

一
年
の
佳
候
、
細
か
に
商
量
す
れ
ば
似
る
無
し
、
秋
色
平
分
す
。
每
に
恨
む
頑
陰
に

障
蔽
多
き
を
、
幾
度
か
能
く
晴
夕
に
逢
わ
ん
。
笑
口
は
須
ら
く
開
く
べ
し
、
愁
眉
を
聚

む
る
こ
と
莫
か
れ
、
斯
の
會
誠
に
適
を
為
す
。
氷
天
も
夜
に
あ
ら
ず
、
四
鄰
の
絲
管
喧

沸
す
。

　

追
念
昨
歳
南
樓
，
銀
燈
剪
雨
，
強
譜
孀
娥
曲
。
賴
有
重
遊
償
舊
債
，
把
盞
苦
酬
蟾

魄
。
雁
翅
風
高
，
蛬
鬚
露
濕
，
身
墮
清
涼
國
。
豪
機
頓
發
，
靠
欄
吹
徹
瑤
笛
。

　

追
念
す
昨
歳
の
南
樓
、
銀
燈
雨
を
剪
る
、
強
い
て
孀そ
う

娥が

の
曲
を
譜
す
。
賴
さ
い
わ
い
に
重
遊

有
り
て
舊
債
を
償
う
、
盞
を
把
っ
て
苦し
き

り
に
蟾せ
ん

魄は
く

に
酬
ゆ
。
雁
翅
に
風
高
く
、
蛬
き
ょ
う

鬚し
ゅ

露

に
濕
い
、
身
は
墮
つ
清
涼
の
國
。
豪
機
頓
に
發は
つ

し
、
欄
に
靠よ

り
て
瑤
笛
を
吹
き
徹
す
。

▼
念
奴
嬌
│
中
秋
同
翠
巖
霞
舟
西
莊
賞
月
。（
日
下
部
夢
香
）

　

九
秋
已
半
，
正
林
陰
彫
翠
，
露
痕
凝
白
。
拉
此
西
園
詩
酒
伴
，
買
醉
同
酬
佳
節
。

爭
奈
癡
雲

0

0

0

0

，
妬
茲
高
賞

0

0

0

0

，
不
肯
現
氷
質

0

0

0

0

0

。
愁
腸
將
斷
，
倩
誰
還
弄
橫
玉
。

　

九
秋
已
に
半
ば
な
り
、
正
に
林
陰
翠
を
彫
し
、
露
痕
白
き
を
凝
ら
す
。
此
の
西
園
に

詩
酒
の
伴
を
拉ひ

い
て
、
醉
を
買
い
同
に
佳
節
に
酬
ゐ
ん
。
爭い
か
ん奈

せ
ん
癡
雲
は
、
茲
の
高

賞
を
妬
み
、
氷
質
を
現
す
を
肯
ん
ぜ
ず
。
愁
腸
將
に
斷
た
ん
と
し
、
誰
を
倩こ

う
て
還
た

橫
玉
を
弄
せ
ん
。

　

倦
倚
晒
錦
廊
邊
，
幽
渠
一
派
，
看
碧
蟾
新
浴
。
冷
漢
無
塵
開
寶
鏡
，
粧
了
滿
庭
風

色
。
早
雁

江
，
宿
鴉
翻
樹
，
捲
起
紋
簾
額
。
晶
明
如
畫
。
儘
他
涼
氣
吹
燭
。

　

倦
み
て
倚
る
晒さ
い

錦き
ん

廊ろ
う

の
邊
に
、
幽
渠
一
派
、
碧
蟾
の
新
浴
を
見
る
。
冷
漢
塵
無
く
寶

鏡
を
開
き
、
滿
庭
の
風
色
を
粧
了
す
。
早
雁
江
に

み
、
宿
し
ゅ
く

鴉あ

樹
に
翻
る
、
捲
き
起
こ

す
紋
簾
の
額
を
。
晶
明
た
る
こ
と
畫
の
如
し
。
儘
さ
も
あ
ら
ば他
あ
れ
涼
氣
の
燭
を
吹
く
を
。

▼
念
奴
嬌
│
十
五
夜
。
瀛
玉
館
賞
月
。
梅
龕
翠
巖
同
賦
。
調
寄
念
奴
嬌
。（
友
野
霞
舟
）

　

昨
來
風
雨

0

0

0

0

，
冷0

0

0

埋
卻

0

0

，
良
宵
明
月

0

0

0

0

。
梧
顫
蕉
喧
聲
不
斷
，
獨
倚
欄
干
愁
絕
。

幸
這
天
心
，
俯
從
人
願
。
頓
使
氛
埃
豁
。
難
拋
美
景
，
况
逢
佳
宴
方
設
。
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昨
来
の
風
雨
、
冷
し
ゅ
う
し
ゅ
うと
し
て
埋
卻
す
、
良
宵
明
月
を
。
梧
は
顫ふ
る

え
蕉
は
喧
と
し

て
聲
斷
え
ず
、獨
り
欄
干
に
倚
り
て
愁
絕
す
。幸
い
に
這
の
天
心
、人
の
願
い
に
俯
從
す
。

頓と
み

に
氛ふ

ん

埃あ
い

を
し
て
豁ひ

ら

け
し
む
。
拋
り
難
き
美
景
、
况
ん
や
佳
宴
の
方
に
設
け
ら
る
る
に

逢
う
を
や
。

　

俄
頃
鏡
影
飛
空
，
金
波
溢
池
，
亂

蘆
花
雪
。
乍
怪
吳
剛
揮
玉
斧
，
塵
界
化
成
仙

闕
。
露
滴
殘
蛩
，
雲
迷
過
雁
，
總
覺
詩
情
切
。
清
光
雖
好
，
恐
他
偏
照
華
髮
。

　

俄
頃
鏡
影
空
を
飛
び
、
金
波
池
に
溢み

ち
、
亂
れ
そ
よ

ぐ
蘆
花
の
雪
。
乍
ち
怪
し
む
吳
剛

は
玉
斧
を
揮
い
、塵
界
化
し
て
仙
闕
と
成
る
。露
は
殘さ
ん

蛩き
ょ
うに

滴
り
、雲
は
過
雁
を
迷
わ
す
、

總
て
覺
ゆ
詩
情
の
切
な
る
を
。
清
光
好
し
と
雖
も
、
他か
れ

の
偏
に
華
髮
を
照
ら
す
こ
と
を

恐
る
。

　

こ
の
三
首
と
も
中
秋
の
作
で
あ
り
、
詞
題
で
は
お
互
い
の
号
を
あ
げ
て
い
る
。
翠
巖
の

作
品
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
四
人
が
篁
園
の
瀛
玉
館
に
集
ま
り
、
同
時
に
填
詞

し
た
作
品
と
思
わ
れ
る
。
内
容
を
見
て
み
る
と
、「
中
秋
節
は
一
年
の
う
ち
に
月
が
一
番

綺
麗
に
見
え
る
日
で
あ
る
は
ず
が
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
月
が
雲
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
」

か
ら
、「
し
ば
ら
く
し
て
、
空
が
晴
れ
て
よ
う
や
く
美
し
い
月
光
と
共
に
涼
し
い
秋
の
夜

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
内
容
の
構
成
が
共
通
し
て
い
る
。
傍
点
を
つ
け
た
詞

句
を
見
れ
ば
、
三
首
と
も
こ
の
こ
と
に
対
す
る
描
写
が
あ
り
、
同
じ
日
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

こ
の
中
で
も
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
夢
香
の
「
拉
此
西
園
詩
酒
伴
、
買
醉
同
酬
佳

節
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
西
園
は
三
国
魏
の

都
に
あ
っ
た
庭
園
で
あ
り
、
魏
の
文
帝
（
曹

丕
）
は
よ
く
月
夜
に
そ
こ
で
詩
人
才
子
と
共
に
游
ぶ
。
こ
こ
で
は
自
分
た
ち
の
清
遊
を
文

帝
の
そ
れ
に
比
し
て
詩
友
た
ち
を
誘
い
、
宴
会
を
開
き
、
満
足
す
る
ま
で
飲
み
、
共
に
こ

の
素
晴
ら
し
い
節
日
を
祝
お
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
填
詞
は
宴
会
の
餘
興
と
い
う
形
を
と
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
実
際
に
は
填
詞
を
作
る
こ
と
を
予
定
し
て
集
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
同
日

に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
作
品
が
数
首
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

▼
「
臨
江
仙
│
同
査
軒
重
過
樂
山
堂
賞
梅

0

0

0

0

0

、
席
上
分
韻
、
各
填
此

」（
野
村
篁
園
）

▼
「
臨
江
仙
│
樂
山
堂
賞
梅

0

0

0

0

0

」（
日
下
部
夢
香
）

▼
「
剔
銀
燈
│
雨
夕
査
軒
枉
過

0

0

0

0

0

0

、
同
填
此
調
。
剪
淞
亭
在
鹿
濱
、
查
軒
遊
憩
處
也
」

（
野
村
篁
園
）

▼
「
剔
銀
燈
│
首
夏
雨
訪
瀛
玉
館

0

0

0

0

0

」（
日
下
部
夢
香
）

▼
「

江
月
│
暮
秋
梅
龕
招
同
子
玉
遊
鹿
濱
吟
築

0

0

0

0

、
各
賦
此
解
」（
野
村
篁
園
）

▼
「

江
月
│
梅
龕
邀
集
鹿
濱
吟
築

0

0

0

0

」（
友
野
霞
舟
）

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
お
互
い
同
じ
詞
牌
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
分
韻
の
作
も
多
く

見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
填
詞
は
篁
園
ら
に
と
っ
て
、
詩
を
作
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

遊
戯
性
の
あ
る
、
餘
興
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
に
ま
で
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

（
２
）
同
題
の
作

　

宴
会
の
席
上
や
共
に
出
遊
す
る
時
、
篁
園
ら
は
よ
く
同
じ
詞
牌
を
用
い
て
填
詞
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
わ
ざ
と
同
じ
詞
牌
を
用
い
て
填
詞
す
る
こ
と
が

あ
る
。

　

篁
園
、
夢
香
、
霞
舟
三
人
の
作
品
に
お
い
て
詠
物
は
非
常
に
大
き
な
比
率
を
占
め
る
が
、

そ
の
詞
題
を
見
て
い
く
と
、
三
人
に
は
同
題
の
作
品
が
幾
首
か
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
は

同
じ
詞
牌
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　

本
節
は
そ
の
中
か
ら
、
友
野
霞
舟
と
野
村
篁
園
の
春
水
を
詠
じ
た
「
南
浦
」
に
つ
い
て

見
て
い
き
た
い
。

　

音
楽
が
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
詞
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
必
ず
前
人
の
作
品
ま
た

は
詞
譜
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
篁
園
と
霞
舟
は
「
南
浦
」
と
い
う
詞
牌
に
挑
む
た
め
、

ど
の
作
品
を
手
本
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
昌
平
黌
所
蔵
の
書
物
を
記
録
し
た
『
昌
平
志）23
（

』

の
巻
四
「
経
籍
誌
」
に
「
詞
綜
十
二
本
」
と
「
詞
律
十
本
」
と
あ
る
。『
詞
律
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
「
南
浦
」
は
「
春
水
」
と
い
う
詞
題
で
は
な
い
。
そ
う
と
す
る
と
、
篁
園
と

霞
舟
は
『
詞
綜
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
張
炎
と
王
沂
孫
の
「
南
浦
」
を
参
照
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
特
に
友
野
霞
舟
の
作
品
を
張
炎
と
王
沂
孫
の
「
南
浦
」
と
並
べ
て
見
て
み
る
と
、
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霞
舟
の
作
品
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
張
炎
の
南
浦
に
次
韻
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
下
韻
字
に
黒
丸
「
●
」
を
標
記
す
る
。

　

▼
南
浦
│
春
水
（
友
野
霞
舟
）

　

新
水
綠
溶
溶
，
織
羅
紋
，
恰
是
瀟
湘
清
曉●

。
心
緒
亂
如
烟
，
東
風
裏
、
離
恨
滿
腔
難

掃●

。
鷗
波
漲
處
，
君
山
一
點
螺
鬟
小●

。
借
問
王
孫
歸
尚
未
，
幾
度
喚
愁
春
草●

。

　

新
水
綠
溶
溶
と
し
て
、
羅
紋
を
織
る
、
恰
も
是
れ
瀟
湘
の
清
曉
な
り
。
心
緒
亂
る
る
こ
と

烟
の
如
し
、
東
風
の
裏
、
離
恨
は
滿
腔
に
し
て
掃
ひ
難
し
。
鷗
波
漲み
な
ぎる

處
、
君
山
一
點
螺ら

鬟か
ん

小
さ
し
。
借
問
す
王
孫
歸
る
や
尚
ほ
未
だ
し
や
と
、
幾
度
か
愁
を
春
草
に
喚
ば
ん
。

　

染
成
千
里
藍
光
，
看
碧
暈
無
邊
，
青
痕
未
了●

。
沿
岸
杏
花
村
，
高
簾
影
、

醉
何
誰
尋

到●

。
天
涯

渺●

。
斜
陽
渡
口
遊
踪
悄●
。
都
為
多
情
人
易
老
，
唯
願
再
生
情
少●

。

　

千
里
の
藍
光
染
め
成
し
、
碧
暈
の
邊
無
き
を
看
る
、
青
痕
未
だ
了
ら
ず
。
沿
岸
の
杏
花
村
、

簾
影
高
く
、
醉
をお
き
の

り
て
何だ

れ誰
か
尋
ね
て
到
ら
ん
。
天
涯
は
よ
う

渺び
ょ
うた

り
、
斜
陽
の
渡
口
に
遊

踪
悄
た
り
。都
て
多
情
の
為
に
人
は
老
い
易
し
、唯
だ
願
ひ
再
び
生
れ
な
ば
情
少
な
か
ら
ん
を
。

　

▼
南
浦
│
春
水
（
宋
・
張
炎
）

　

波
暖
綠
粼
粼
，
燕
飛
來
、
好
是
蘇
堤
才
曉●

。
魚
沒
浪
痕
圓
，
流
紅
去
、
翻
笑
東
風
難

掃●

。
荒
橋
斷
浦
，
柳
陰

出
扁
舟
小●

。
回
首
池
塘
青
欲
遍
，
絕
似
夢
中
芳
草●

。

　

波
暖
く
綠
に
し
て
粼
粼
た
り
、
燕
飛
び
來
た
り
、
好
し
是
れ
蘇
堤
才わ
ず

か
に
曉
な
り
。
魚
沒

し
て
浪
痕
圓
か
な
り
、
紅
を
流
し
去
り
、
翻
り
て
笑
う
東
風
の
掃
き
難
き
を
。
荒
橋
斷
浦
、

柳
陰
さ
さ

え
出
だ
す
扁
舟
の
小
さ
き
を
。
首
を
回
せ
ば
池
塘
の
青
遍あ
ま
ねか
ら
ん
と
欲
す
、
絶
は
な
は
だ
似

た
り
夢
中
の
芳
草
に
。

　

和
雲
流
出
空
山
，
甚
年
年
淨
洗
，
花
香
不
了●

。
新

乍
生
時
，
孤
村
路
、
猶
憶
那
回
曾

到●

。
餘
情
渺
渺●

。
茂
林
觴
詠
如
今
悄●

。
前
度
劉
郎
歸
去
後
，
溪
上
碧
桃
多
少●

。

　

雲
と
和と
も

に
空
山
よ
り
流
れ
出
で
、
甚な
ん

ぞ
年
年
と
し
て
淨
洗
せ
る
、
花
香
了
ら
ず
。
新

乍

ち
生
ず
る
時
に
、
孤
村
の
路
、
猶
ほ
憶
ゆ
那あ
の
と
き回
曾
て
到
り
し
を
。
餘
情
渺
渺
た
り
。
茂
林
の

觴
詠
如
今
悄
た
り
。
前
度
の
劉
郎
歸
り
去
り
し
後
、
溪
上
の
碧
桃
多
少
な
り
や
。

　

二
つ
の
作
品
と
も
春
の
朝
方
、
緑
の
水
面
が
輝
く
情
景
か
ら
始
ま
り
、
風
に
吹
か
れ
て

も
消
え
な
い
気
持
ち
、
あ
る
い
は
古
典
作
品
の
中
で
離
愁
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
る
春
草

な
ど
、
春
水
と
そ
の
周
辺
の
「
景
」
を
描
写
し
な
が
ら
女
性
の
離
愁
と
い
う
「
情
」
を
表

現
す
る
展
開
は
一
致
し
て
い
る
。
韻
字
が
同
じ
で
あ
る
た
め
か
、
細
か
い
違
い
は
あ
る
が
、

友
野
霞
舟
が
こ
の
作
品
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
は
張
炎
の
作
品
と
多
く
重

複
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

次
は
篁
園
の
作
品
を
見
て
み
る
。

　

▼
南
浦
│
春
水
（
野
村
篁
園
）

　

巴
蜀
雪
全
融
，
望
銀
塘
，
萬
頃
鱗
紋
初
聚
。
煙
柳
淡
還
濃
，
縈
鷗
夢
、
繰
出

塵
千
縷
。

吳
淞
半
幅
，
未
勝
真
景
饒
風
趣
。
落
鏡
螺
鬟
青
不
定
，
紫

亂
吹
輕
絮
。

　

巴
蜀
の
雪
全
く
融
け
、
銀
塘
を
望
め
ば
、
萬
頃
の
鱗
紋
初
め
て
聚
ま
る
。
煙
柳
淡
く
し
て

還
た
濃
し
、
鷗
夢
を
縈め
ぐ

り
て
、
き
く

塵ち
ん

千
縷
を
繰
り
出
す
。
呉
淞
の
半
幅
も　

未
だ
真
景
の
風

趣
の
饒
か
な
る
に
勝
ら
ず
。
落
鏡
の
螺ら

鬟か
ん

青
定
ま
ら
ず
、
紫

輕
絮
を
亂
れ
吹
く
。

　

隙
光
荏
苒
如
梭
，
歎

裙
節
過
，
流
觴
期
誤
。
桃
岸
錦
模
糊
，
斜
陽
外
、
一
片
漁
舟
橫

渡
。
搴
芳
客
去
。
晚
霞

斷
銷
魂
路
。
休
怪
漲
痕
添
數
尺
，
別
淚
灑
殘
南
浦
。

　

隙
光
荏
苒
と
し
て
梭さ

の
如
し
、
歎
く

裙
の
節
の
過
ぎ
、
流
觴
の
期
誤
る
こ
と
を
。
桃
岸

錦
模
糊
た
り
、
斜
陽
の
外
、
一
片
の
漁
舟
橫
渡
す
。
芳
を
搴と

る
客
去
る
。
晚
霞

斷
す
銷
魂

の
路
。
怪
む
休な
か

れ
漲
痕
添
う
る
こ
と
數
尺
な
る
を
、
別
淚
南
浦
に
灑
殘
す
。

　

篁
園
は
張
炎
ま
た
は
王
沂
孫
の
「
南
浦
」
に
次
韻
し
て
い
な
い
が
、
填
詞
に
あ
た
っ
て

は
春
水
に
関
わ
る
詩
語
ま
た
は
典
故
の
選
択
に
お
い
て
、
王
沂
孫
の
作
品
の
影
響
が
色
濃

い
。「
銀
塘
」「

塵
」「

裙
」
な
ど
は
王
沂
孫
の
「
南
浦
春
水

　
　

」
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る

詩
語
で
あ
り
、
他
に
水
面
を
描
写
し
た
「
萬
頃
鱗
紋
初
聚
」（
萬
頃
の
鱗
紋
初
め
て
聚
ま
る
）

は
王
沂
孫
の
「
參
差
谷
紋
初
遍
」（
參
差
と
し
て
谷
紋
初
め
て
遍
し
）
を
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ

る
。「
巴
蜀
雪
全
融
」（
巴
蜀
の
雪
全
て
融
け
）
の
一
句
は
王
沂
孫
「
南
浦
前
題
」
の
「
應
是

雪
初
消
、
巴
山
路
」（
應
に
是
れ
雪
初
め
て
消
す
、
巴
山
の
路
）
を
想
起
さ
せ
る
。「
一
片
漁
舟

橫
渡
。
搴
芳
客
去
。
晚
霞

斷
銷
魂
路
。」（
一
片
の
漁
舟
橫
渡
す
。
芳
を
搴
る
客
去
る
。
晚
霞

斷
す
銷
魂
の
路
。）
は
同
じ
く
王
沂
孫
「
南
浦
春
水

　
　

」
の
「
滄
浪
一
舸
、
斷
魂
重
唱
蘋
花
怨
」

（
滄
浪
に
一
舸
、
斷
魂
重
ね
て
唱
う
蘋
花
の
怨
を
）
と
似
通
っ
て
い
る
。

　

篁
園
の
詞
に
散
り
ば
め
た
詩
語
と
叙
景
か
ら
離
愁
に
入
る
時
の
展
開
な
ど
、
そ
の
描
か

れ
た
情
景
を
見
る
と
篁
園
は
細
心
に
王
沂
孫
の
詞
の
情
景
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
他
に
霞
舟
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も
王
沂
孫
「
南
浦
前
題

　
　

」
の
「
藍
光
千
頃
」
を
「
千
里
藍
光
」
に
し
て
取
り
入
れ
る
な
ど
、

二
人
と
も
学
習
し
た
痕
跡
が
見
え
る
。

　

さ
ら
に
、
篁
園
と
夢
香
も
二
人
と
も
「
永
遇
樂
│
秋
蜨
」「
惜
秋
華
│
牽
牛
華
」「
一
萼

紅
│
紅
梅
」
と
題
し
た
作
品
が
あ
る
。
昌
平
黌
の
詩
会
と
較
べ
て
よ
り
人
数
が
少
な
く
、

よ
り
私
的
な
集
ま
り
で
は
あ
る
が
、
篁
園
は
夢
香
、
霞
舟
ら
と
課
題
を
設
け
て
填
詞
教
室

の
よ
う
な
集
会
を
頻
繁
に
開
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
篁
園
は
他
に
「
燭
影
搖
紅
│
夢
香

書
屋
。
詠
芍
藥
花
」「
蝶
戀
花
│
夢
香
書
屋
。
詠
白
牡
丹
」
な
ど
の
作
品
が
あ
り
、
そ
の

詞
題
か
ら
推
測
す
る
に
は
、
夢
香
の
同
題
作
品
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
夢
香
も
同
じ
題

材
を
詠
じ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
篁
園
ら
の
詞
集
に
詠
物
が
多
く
占
め
る
の
も

う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

　

填
詞
は
昌
平
黌
を
中
心
と
す
る
局
地
的
な
流
行
を
見
せ
た
。
そ
こ
に
野
村
篁
園
や
友
野

霞
舟
ら
の
「
詩
社
」
に
よ
る
縦
と
横
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
「
詞
社
」
の
よ
う

な
集
団
が
あ
る
。
定
期
的
な
集
会
が
あ
り
、
共
に
切
磋
琢
磨
の
仲
間
が
い
て
、
作
品
を
評

価
す
る
先
生
が
い
る
。
彼
ら
は
昌
平
黌
の
教
授
、
幕
臣
お
よ
び
そ
の
門
人
で
あ
る
。
篁
園

を
指
導
者
と
し
て
、
填
詞
集
団
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら

の
活
動
時
期
は
決
し
て
長
く
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
填
詞
の
歴
史
を
考
え
る
と
、
極
め

て
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

篁
園
ら
が
特
に
頻
繁
に
填
詞
で
唱
和
し
た
の
は
一
八
三
〇
年
代
、
天
保
年
間
の
こ
と
で

あ
る
。
田
能
村
竹
田
の
『
填
詞
図
譜
』（
一
八
〇
六
）
は
す
で
に
世
に
出
て
二
、
三
十
年
、

明
清
の
俗
文
学
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、
詞
に
興
味
を
湧
い
た
文
人
が
増
え
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
竹
田
だ
け
で
は
な
く
、
頼
山
陽
や
梁
川
星
巌
な
ど
の
漢
詩
人
の
作
品
に
填

詞
的
な
表
現
が
垣
間
見
え
る
こ
と
は
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る）24
（

。
し
か
し
、

い
わ
ゆ
る
「
官
学
派
」
の
篁
園
ら
は
、
当
時
の
在
野
の
詩
人
た
ち
と
は
没
交
渉
に
見
え
る
。

そ
の
中
に
、
両
方
と
も
繋
が
り
が
あ
る
の
は
日
下
部
夢
香
と
い
う
人
物
で
あ
る
の
は
注
目

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
夢
香
は
早
く
か
ら
退
隠
し
て
自
由
人
と
な
っ
た
た
め
か
、
そ
の
経
歴
は
極
め

て
不
透
明
で
あ
る
。
浅
野
梅
堂
の
『
親
朋
字
號）25
（

』
に
「
薙
髮
已
稱
釋
夢
香
」（
薙
髮
し
て
已

に
釋
夢
香
と
稱
す
）
と
あ
り
、
夢
香
は
最
終
的
に
出
家
し
た
ら
し
い
。
天
保
期
に
お
い
て
の

填
詞
活
動
は
篁
園
を
指
導
格
と
す
る
が
、
夢
香
の
働
き
か
け
も
無
視
で
き
な
い
も
の
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注（1
）　

二
玄
社
、
上
下
二
冊
と
な
っ
て
お
り
、
上
冊
は
一
九
六
五
年
、
下
冊
一
九
六
七
年
、
の
ち
に
『
神

田
喜
一
郎
全
集
』
巻
六
│
巻
七
（
同
朋
舎
、
一
九
八
五
│
一
九
八
六
）
に
収
録
。

（
2
）　
「
詞
」
と
い
う
文
体
を
意
識
し
て
制
作
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
お
い
て
考
え
る
と
、
そ
れ

ら
の
作
例
は
雑
言
体
と
し
て
作
ら
れ
た
楽
府
詩
「
漁
歌
」
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　

詳
細
は
拙
論
の
「
野
村
篁
園
の
詞
集
『
秋
篷
笛
譜
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
四
十

一
期
、
二
〇
一
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　

設
楽
翠
巖
作
。
最
後
に
「
天
保
戊
戌
冬
至
日
」
と
あ
る
。
戊
戌
は
一
八
三
八
年
。

（
5
）　

野
村
篁
園
作
。
最
後
に
「
著
雍
閹
茂
之
冬
」
と
あ
る
。
著
雍
閹
茂
は
戊
戌
年
の
こ
と
。

（
6
）　

完
全
な
時
系
列
、
編
年
体
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
詞
牌
で
制
作
さ
れ
た
作
品
は
ま
と
め

て
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
詞
牌
と
詞
牌
の
間
お
よ
び
同
じ
詞
牌
の
作
品
の
間
で
は
制
作
年
次
順

の
配
置
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
制
作
年
次
が
少
し
前
後
す
る
現
象
が
見
受
け
ら

れ
る
。
し
か
し
、
内
容
を
鑑
み
る
と
こ
れ
ら
は
全
部
同
じ
時
期
（
一
八
三
五
│
一
八
三
九
）
の
作

品
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

（
7
）　

注（
３
）参
照
。

（
8
）　
「
悼
空
空
翁
三
十
韻
」（
一
八
一
二
）
の
後
、「
精
里
先
生
挽
詩
六
十
八
韻
」（
一
八
一
七
）
の
前

に
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
間
の
作
品
と
推
測
さ
れ
る
。

（
9
）　
「
孟
夏
龜
子
含
招
同
諸
子
集
歡
樂
園
分
韻
二
首
」（
一
八
三
四
）
の
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
以
降
の
作
品
と
推
測
さ
れ
る
。

（
10
）　

そ
れ
ら
の
内
容
上
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
揖
斐
高
の
「
友
野
霞
舟
│
│
「
官
学
派
詩
人
」
の

詩
に
つ
い
て
│
│
」（『
江
戸
詩
歌
論
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
に
詳
し
い
。

（
11
）　
『
霞
舟
吟
稿
拾
遺
』
は
霞
舟
の
息
子
鑑
吉
が
遺
稿
を
集
め
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
首
の

詞
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
制
作
年
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
詞
牌
は
「
南
歌
子
」「
荷
葉
杯
」

「
醉
落
魄
」
な
ど
の
唐
代
か
ら
の
小
令
が
多
い
た
め
、『
霞
舟
先
生
詩
集
附
録
詞
餘

　
　

』
と
は
違
う
時

期
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

（
12
）　
「
官
学
派
」
と
い
う
名
称
の
初
出
は
森
銑
三
「
近
世
の
漢
学
者
と
そ
の
漢
詩
漢
文
」（『
森
銑
三

著
作
集
』
第
十
二
巻
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
定
義
は
坂
口
筑

母
の
『
昌
平
校
談
叢
』「
自
序
」（
坂
口
筑
母
、
一
九
九
九
）
に
従
う
。

（
13
）　

森
銑
三
編
『
随
筆
百
花
苑
』
巻
七
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
。

（
14
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
森
潤
三
郎
の
「
鈴
木
桃
野
と
そ
の
親
戚
お
よ
び
師
友
」
上
（『
史
学
』
第
十

一
巻
第
三
号
、
慶
應
義
塾
大
学
、
一
九
三
二
）
を
参
照
。

（
15
）　

名
は
成

、
字
は
一
足
、
通
称
孫
兵
衛
。
詩
瀑
山
人
、
酔
桃
子
、
桃
野
な
ど
と
号
し
た
。
幕
府
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の
書
物
奉
行
鈴
木
白
藤
の
子
。
昌
平
黌
の
教
授
を
務
め
た
。
随
筆
を
多
く
残
し
て
お
り
、
著
作
に

『
酔
桃
庵
雑
筆
』『
無
可
有
郷
』『
反
古
の
う
ら
が
き
』
な
ど
。

（
16
）　

森
銑
三
編
『
随
筆
百
花
苑
』
巻
七
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
。

（
17
）　
『
香
亭
遺
文
』、
金
港
堂
書
籍
、
一
九
一
六
。

（
18
）　

鈴
木
貞
夫
「
懽
楽
園
│
松
岡
藩
下
戸
塚
村
抱
屋
敷
（
５
）」、『
し
ん
じ
ゅ
く
』
一
六
三
号
、
二

〇
一
三
。

（
19
）　

巻
首
に
「
剪
淞
樓
藏
板
」
と
あ
り
、
篁
園
の
詞
集
に
「
剪
淞
亭
在
鹿
濱
、
查
軒
遊
憩
處
也
」
と

あ
る
た
め
、『
夢
香
詞
』
は
夢
香
自
ら
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。

（
20
）　

神
田
喜
一
郎
の
「
昌
平
黌
を
中
心
と
す
る
填
詞
趣
味
」（『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
Ｉ
│
日
本

填
詞
史
話　

上
│
』
所
収
、
二
玄
社
、
一
九
六
五
）
を
参
照
。

（
21
）　
「
當
時
有
日
下
部
夢
香
者
。
幕
下
士
也
。
常
好
填
詞
。
時
往
來
翁
門
。
翁
頗
許
之
。
而
未
稱
善
。」

こ
れ
は
星
巌
の
門
人
小
野
湖
山
（
一
八
一
四
│
一
九
一
〇
）
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。（
森
春
濤
編
、

『
新
文
詩
』
第
六
七
号
、
一
八
八
〇
）

（
22
）　
「
漱
芳
詩
社
每
月
一
會
、
一
年
十
二
會
、
其
題
目
詠
史
詠
物
、
無
所
不
見
、
先
生
教
門
第
子
可

謂
周
悉
矣
。」

（
23
）　

犬
塚
遜
、
写
本
、
国
会
図
書
館
所
蔵
、
一
八
一
八
。

（
24
）　

福
島
理
子
「
近
世
文
学
と
填
詞
」、『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
十
三
号
、
至
文
堂
、
二
〇

〇
八
年
一
〇
月
。

（
25
）　

自
筆
本
、
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
。
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About the activities of making Ci詞 around Nomura Koen野村篁園
── Poets in the Tempo Era──

ChuHui CHEN

　Nomura Koen is a poet known for much “Ci” writing in the Edo period, a form that was very rare at the time. 
His disciples, including Tomono Kashyu and Kusakabe Mukou, also produced a lot of Ci works. One might sug-
gest that together they form a literary group of Ci writing. This stands as an important phenomenon in the history 
of the reception and influence of Ci in the Edo period. This paper aims to analyze the social interactions incorpo-
rated into the process of producing the Ci works by the aforementioned authors, which were concentrated in the 
Tenpo Era. They wrote 20-30 pieces of Ci per year in the 1830s. The participants in these literary activities are 
connected with Shoheiko (a school run by Edo bakufu). Many of these social/literary events were organized by 
KUSAKABE Mukou. They took place at Mukou’s residence or at a separate establishment and began with a 
party. Afterwards, participants would study and write Ci together. To write Ci, they would take the Ci of Southern 
Sung as a model. For example, Koen and Kashyu have a work with the same title (“Nanpu”) and theme (spring 
water) as Wang YiSong, a Southern Sung poet. Their activities were organized at specific times. Nomura Koen 
was the leader of the literary group and Kusakabe Mukou spread the Ci writing. Ci was prevalent around 
Shoheiko and included even more people than we expected.


